
可
硯
小
院
容
四
十
六

紳
洞
-
八
僚
の
家
統
を
削
る
。
世
主
隔
つ
る
と
と
久
速
な
り
と
い
へ
ど

も
、
清
陵
の
訟
を
以
て
す
れ
ば
、
常
態
井
富
ま
で
も
出
掛
る
と
な
ら
ば
、

此
上
は
北
野
の
枇
を
初
て
、

悼州
州
所
在
の
菅
家
の
澗
悉

t
可
ν
設
仰

あ
り
。
共
夜
御
綾
な
り
。
粕
あ
っ
て
御
目
覚
、
常
磐
井
宮
病
音
速
可
a

木
復
一
間
国
務
不
v
可
ν
代
の
曲
川
制
定
な
り
。
紙
侯
の
指
惟
み
息
て
勅
答
も

見
合
た
る
底
に
、
軍
て
上
意
に
は
、
不
思
議
の
夢
を
見
た
り
。
四
庇
鬼

王
と
去
は
如
何
な
る
者
主
粉
す
る
や
。
又
是
を
降
伏
す
る
は
何
を
修

す
る
に
や
。悼
同
寺
へ

脅
ぬ
べ

し
と
仰
K
付
て
、
東
寺
・三
井
寺
喝
の
品
叩

徒
に
勅
使
あ
り
。
針
て
云
。
四
股
鬼
王
は
天
地
四
隅
の
大
脚
晶
玉
の
事
、

赴
が
翻
伏
は
傘
勝
多
難
尾
主
制
献
す
と
云
。
朕
刊
少
申
-
K
宜
子
あ
っ

τ

告
て
云
。
常
揖
宿
井
富
の
病
悩
に
因
て
逆
鱗
は
克
也
。
然
陀
赴
は
背
榊

の
燥
に
非
宇
。
悶
此
鬼
乏
の
業
也
。
品
ヰ
勝
多
難
尾
を
制
時
脳
出
せ
ば
速
に

可
・
本
復
一
且
桂
虫
の
一
例
枇
再
興
陀
付
天
榊
納
受
せ
り
。
然
に
今
の
紳

職
は
古
の
子
孫
に
非
十
。
又
天
紳
在
世
の
時
愛
玩
せ
る
石
あ
り
。
此

石
今
は
土
中
に
製
却
す
。
掘
出
て
枇
前
に
安
置
せ
ば
、
調
納
受
あ
ら

ん
と
告

τ前
y
m
M
た
り
。
卸
品
叩
徒
陀
命
じ
て
噂
勝
を
叫
仲
間
制
す
。
{
品
の
病

悩
平
揺
す
。
古
川
柳
臓
の
子
孫
を
札
し
問
ふ

K
、
桂
の
塁
の
窮
民
と
箆

て
耕
し
居
た
り
。
是
広
一
官
を
命
じ
て
糾
主
と
す
。
石
の
事
は
相
官
忠

.' 

也
.
余
制
。
夫
脱
出
。
宣
夫
然
乎
.

此
阿
久
間
前
左
衛
門
悠
敬
在
江
戸
の
来
倣
陀
云
。
只
星
の
事
計
は
様

A
K
て
西
方
K
出
候
星
は
、
段
h
k

陀
酋
へ
落
、
此
聞
は
見
え
銑
候
。
今

朝
本
郷
邸
前
の
板
打
申
候
。
出
雲
守
様
邸
に
も
打
申
候
。
至
て
大
火

と
見
巾
て
板
打
候
由
民
候
。
少
時
有
之
鎖
り
申
候
。
扱
火
見
帯
段
々

申
趣
は
、
東
K
排
出
て
至
位
大
火
と
見
え
申
候
内
、
何
や
ら
ん
落
申
様

陀
凡
え
申
候
。
市
附
箭
所
は
本
所
中
の
郷
陀
て
、
星
の
光
十
路
市
候
。
最

前
よ
り
火
事
と
見
え
申
候
前
の
光
に
候
。
少
時
陀
消
え
何
も
無
之
由

申
候
。
炉
問
正
月
十
三
日
院
の
大
火
と
見
え
江
戸
中
騒
申
候
。

E
火

都
陀
良
中
山
k
t
、
江
戸
よ
り
も
御
前
服
、
於
京
都
狛
以
て
御
祈
隙
有

之
由
。
禁
裡
花
火
防
の
御
制
御
座
候
故
、
か
様
に
雨
降
絞
候
か
と
も

申
候
。
去
月
以
来
降
申
候
。
川
県
左
候
て
も
二
八
日
降
巾
所
に
御
座
候
。

星
は
何
様
希
代
の
皐
陀
候
。
近
年
被
召
抱
飯
飼
文
次
郎
と
市
天
文

者
、
表
向
に
て
は
判
明
記
と
や
ら
ん
言
よ
い
た
し
、
御
内

A
E以
て
火

難
勾
可
有
御
銀
忠
一
の
由
申
上
候
よ
し
承
り
及
候
。
二
月
十
三
日
御
笠

世
間
能
は
共
後
相
凡
え
不
巾
候
。

中
E
の
事
被
仰
下
候
。

昨
寸ー

日
夕
方
い
ま
だ
滞
惑
に
、
東
方
月
の
傍
よ
り
三
尺
剖
去
て
、
月
よ
り

も
光
甚
し
き
星
顕
れ
候
。
私
見
付
候
て
是
は
月
を
可
什
H
E
K候
。
集

可
観

d
混
血
廿
四
十
六

入
五
六

の
時
ま
で
は
下
邸
の
内
に
在

pe
人
共
石
に
腰
を
掛
れ
ば
必
宇
出
師
疾

を
忠
ム
。
放
に
人
の
笹
を
篤
す
石
な
り
と
て
、
深
〈
土
中
陀
埋
ま
せ

け
り
。
共
所
難
知
か
り
し
K
、
見
党
た
る
老
人
あ
っ
て
共
所
主
指
す
。

使
ち
穿
出
し
て
今
の
枇
前
に
安
ん
じ
、
垣
を
以
て
之
を
か
と
む
。
色

は
背
石
也
。
大
久
保
氏
脇

一
、
新
星
、
西
南
に
現
る

今
設
初
各
有
量
新
聞
位
向
島
凶
南
↓
共
党
出
亡
随
正
人
之
限
-
而
成
信
長
短
日
共
初

日
均
1

和
尺
許
。
指
-
-
一
東
北
↓
共
形
如
左
・
路
v
月
而
光
#」長
二
三
十
丈
云
。

3at 持¥

西

耳E恐
詞
壬
成
年
冬
如
v
此
新
星
出
=
東
西
↓
其
光
笠
宮
西
現
在
成
一
-反瑚銭

其
凶
災
東
北
州
都
水
災
甚
失
“
今
古
希
v
有
也
d

有
海
致
貞
雪
上
請
。
是
非
己
妖
星
一
信
如
・
聖
代
出
=
瑞
忠
一
-也
。
告
v
余
亦
肘
問
。

余
訪
v

之
・
制
凶
凡
光
世
閃
昌
子
左
右
-
者
・
持
品
勃
之
類
也
。
直
指
者
吉
岡
ι

を
付
見
出
巾
採
に
、
せ
が
れ
清
次
郎
に
巾
健
在
候
内
、
見
姐
の
人
A

一一
剛

人
と
怒
り
、飯
岡
勝
左
衛
門
・大
村
五
郎
左
衛
門・
原
=
一
右
衛
門
・菅
野

死
兵
衛
n
品
加
右
衛
門
見
廻
か

hAP、
布
の
様
子
申
候
へ
ば
同
然
忙
見

申
内
、
月
も
星
も
同
数
西
し
候
内
、
必
一
の
行
逃
口
寸

t
候
か
、
九
時
前

月
中
陀
皐
入
中
候
。
八
時
渇
陀
武
吉
川
候
。
月
と
忍
と
左
右
致
し
候

時
は
、
念
ぎ
貨
き
申
事
有
之
も
の
と
巾
候
。
皐
月
共
に
西
に
流
候
故

聞
に
か

L
P巾
候
。
江
戸
者
共
も
昨
日
参
巾
候
。
見
出巾者
多
〈
御
座

候
。
先
月
十
五
夜
も
貨
申
由
承
申
候
。
左
桜
花
も
候
か
、
月
の
傍
陀

近

t
星
有
之
を
見
巾
候
。
何
日
は
貰
き
候
跡
を
凡
申
と
見
え
申
候
。
常

年
の
桜
に
色
h
k

天
品棋
の
有
之
官
舶
は
無
御
座
候
。

御
刷
出
如
左
御
邸
候
。

笠
は
土
、
筏
は
氷
の
新
ば
し
ら
、
ふ
き
た
る
屋
根
は
水
の
う
き
く
さ

匝i

1時

敬

月
十
四
日

久
八
五
七




